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は じ め に
前稿１）で，帝国農会幹事・岡田温の帝国農会幹事時代（大正１０年４月～昭
１）拙稿「帝国農会幹事 岡田温～－帝国農会幹事時代～－」（『松山大学論集』第
１８巻第１号，２，５，６号，第１９巻第２，３号，第２０巻第４，５，６号，第２１巻１号，
２００６年４，６，１２月，２００７年２，６，８月，２００８年１０，１２月，２００９年２，４月）。
和１１年９月）の活動のうち，大正１０年～昭和９年まで考察したが，本稿では
昭和１０（１９３５年）年の温の活動について考察することとする。
第１５章 昭和１０年
昭和１０（１９３５）年，温，６４歳から６５歳にかけての年である。
本年の米価（１石当たり）は，１月２９．１０円，２月２９．８４円，３月２９．７２円，
４月２９．１９円，５月２９．１９円，６月２９．０４円，７月２９．８２円と２９円台が続い
たが，８月３０．３７円，９月３１．６６円，１０月３１．３２円に上昇した。しかし，１０
年産の新米の出回りにより，１１月は３０．２０円，１２月は２９．０１円に下落し，暦
年平均では２９．８７円となった。他方，自作者の米生産費を見ると昭和９年度は
２８．０９円，１０年度は２７．６６円２）で，米価はいずれも生産費を少し上回っており，
生産費だけから見ると，かつての深刻な農業恐慌状態からは脱したといえる。
しかし，昭和９年の秋の産米は未曾有の大凶作（５，１８４万石）・凶作飢饉で
あり，その影響が本年を襲っていた。また，１０年の秋の産米も不作（５，７４６万
石）であった。さらに，農民の副業の最大部門であった繭は引き続き惨落し，
本年の農業，農民，農村の危機はなお続いていた。
帝国農会は本年もこの農業，農村，農民の危機に対し，下からの農政運動を
盛り上げていき，１月１６日道府県農会主任技師協議会（農産物の販売調
整），２８，２９日道府県農会長協議会（重要農政問題－米穀，蚕糸，肥料，負担
均衡等－，農産物販売統制等），２月２７，２８日道府県農会長協議会（米穀自治
管理法の修正，産繭処理），３月８日全国農会大会（米穀自治管理法，産繭処
理），４月１７日道府県農会主任技師協議会（農業経営調査，農村経済更生計
画，農会における自給肥料奨励等），４月３０日～５月３日道府県農会農業経営
主任者協議会（農業経営の改善，自力更生精神の振作等），９月１１，１２日道府
県農会長協議会（農会事業の進展に関する件，農村諸問題の解決－米穀自治管
２）加用信文監修，農政調査会編集『改訂 日本農業基礎統計』（農林統計協会，１９７７年）
４１９，５４６頁。
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理法，産繭処理，農会技術員国庫補助等－，農村の政治的自覚促進等），１０月
２２日経済更生中央協議会の結成，１０月２８～３１日帝農第２７回通常総会を開い
た。そして，その政策立案，運動等の中心に温が居た。以下，見てみよう。
第１節 帝国農会幹事活動関係
昭和１０（１９３５）年，温は正月を故郷で迎えた。１日は午前９時石井小学校
における拝賀式に参列し，祝辞を述べ，午後３時からは南土居部落の区長役員
会に出席した。２日は小作米の計算を行い，また，来客者に応対，３日は午後
２時より石井小学校にて青年団に対し，農業経営について訓話をした。４日は
出市，温泉郡農会，県農会，県庁，試験場を歴訪し，また，南土居部落の青年
子女に対し講話を行った。５日は娘の末光清香宅を訪問し，家計上の注意を与
えた。
１月６日，温は午前１０時石井を出発，午後１時１５分松山発にて上京の途に
つき，翌７日午前９時３０分東京に着き，以降，種々業務，農政運動に従事し
た。帰宅早々，温は帝農に出勤し，月田副会長，各幹事と米穀対策について協
議した。８日は石橋幸雄作成の農業経営，千葉容山作成の農村経済更生計画の
精覧を行い，また，午後５時より目黒の雅叙園にて帝農の新年宴会を行った。
９日，帝農は道府県農会長協議会実行委員会を開き，山脇延吉（兵庫），小串
清一（神奈川），木本主一郎（和歌山），山本荘一郎（長野）らの委員が出席し，
米穀問題並びに農産物の販売統制問題に関し，農会の主張を反映せしめるべく
運動方針を協議し，終わって，農産物販売統制機関につき，湯河農政課長の出
席を求め，協議をした。１０日，温は実行委員の山脇延吉，小串清一，山本荘
一郎，松山兼三郎と共に，米穀対策調査会の小委員，稲田昌植（貴族院議員），
砂田重政（衆議院議員），馬場一（貴族院議員），高田耘平（衆議院議員）を
歴訪し，米穀の自治的管理問題について陳情した。しかし，「大勢ハ帝農ノ理
想ヲ容レズ，過剰米ハ或比率ヲ以テ内外地ニテ保管スルコトニ帰着セン」との
ことであった。１１日は駒場交友会の幹部会を開き，母校の校長問題の協議，１２
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日は母校校長問題で安藤広太郎氏を訪問した。
１月１２日，温は午後９時東京発にて香川，和歌山県に出張の途につき，午
後１時高松に着し，玉藻ホテルに投宿した。１３日，温は午前１０時より高松市
讃岐会館にて開催の四国区農村経済更生計画指導者養成講習会に出席し，来会
の１２０余名に対し，講習の趣旨及び農業経営と更生計画について午後４時まで
講義を行った。夜は新常盤にての慰労会に出席した。１５日も午前中講義を行
い，午後，更生村で有名な綾歌郡陶村を視察し，村長，産業組合長，小学校長
から聴き取りを行い，宿に帰り，午後１１時発の大信丸にて和歌山に向かっ
た。１６日午前７時２０分大阪天保山に上陸し，和歌山に向かい，９時到着し，
牧野旅館に投宿した。１７日，温は午後１時より県会議事堂にて開催の和歌山
県主催の小麦多収穫共進会褒賞授与式及び小麦増産，農業経営改善，経済更生
計画講演会に出席し，来会の１１０余名に対し，「生産計画と農業経営」につい
て２時間講演を行った。終わって，商工会にての慰労会に出席した。１８日も
午後１時よりの県農会主催のビール麦品評会授与式，ついで講演会，座談会に
出席し，終わって，白浜温泉に行き，白浜館に投宿した。１９日は自動車にて
田辺に行き，農村経済更生講演会に出席し，来会の７０余名に対し，３時間半
ほど講演を行い，終わって，自動車にて湯の峰に行き，伊勢屋に投宿した。２０
日は自動車にて東牟婁郡請川村に行き，同村小学校にて農村経済更生講演会を
開き，午前１１時より午後４時前まで講演を行い，終わって，亀屋旅館に投宿
した。２１日は新宮市に行き，熊野神社を参詣し，勝浦町に出て，浦島に投宿
した。２２日は東牟婁郡宇久井村に行き，経済更生計画を視察し，更生委員そ
の他５０余名に対し，一場の激励講演を行い，那智へ行き，那智神社及び滝を
見物し，勝浦町に出て，那智丸に乗り和歌山をへて，翌２３日午前６時大阪に
着き，６時５８分の特急にて帰京し，午後３時３０分東京に着した。２７日（日）
は『実践農業経営』（教科書）の執筆を始めた。
１月２８，２９日の両日，帝国農会は帝農事務所にて道府県農会長協議会を開
催した。農林省より小浜農務局長，荷見米穀局長，井野蚕糸局長らが臨席し，
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協議事項「従来主張せる重要農政問題」「農産物販売統制問題」が提案され，
また，米穀対策調査会第３回総会（１月１９日）で決定され，今議会（岡田内
閣下の第６７議会）に提案される予定の米穀自治管理法等の説明が農林省側よ
り説明され，質疑がなされた。２９日，午前９時半より午後３時まで委員会を
開いたが，岡田内閣の米穀自治管理法案には不満で議論が多かった。しかし，
成案を得て，本会議で協議案を決定した。そして，明日より運動のため全員滞
京すること及び２５名の実行委員を決定して閉会した。
この道府県農会長協議会で決議された「重要農政問題ニ関スル件」は次の如
くで，現下農村の窮状，惨状，農村の匡救を叫び，政府の米穀対策調査会の決
議に遺憾を表明し，外地米の移入制限など多年の要望を掲げていたが，希望条
件をつけて，米穀自治管理法を容認するものであった。
「農村ハ積年ノ不況深刻ヲ極メ其ノ窮状特ニ著シキノ際，昨年ハ各地ニ未曾
有ノ災害頻出シ全国農村ノ惨状真ニ言語ニ絶ス。此ノ秋ニ方リ農村匡救ノ実現
ヲ図ランニハ農民精神ニ基ク難局打開ノ覚悟ノ必要ナルハ論無シト雖モ，同時
ニ政府ノ各種農業政策ノ之ニ伴フ無クンバ目的ヲ達成スルコト能ハザルハ自明
ノ理タリ。然ルニ農会多年ノ要望タル米穀政策，蚕糸政策，肥料政策，負担均
衡，農業保険，農会技術員俸給国庫補助等ノ諸問題ノ経緯ヲ観ルニ未ダ要望ノ
実現セザルモノ頗ル多キハ寔ニ遺憾トスル所ナリ。依テ政府ハ右各種問題ニ付
速ニ左記各項ノ実現ヲ図ラレンコトヲ要望ス。一，米穀政策。米穀対策調査会
ノ決議ガ外地米統制ニ関シ農会従来ノ主張ト異ナルハ甚ダ遺憾トスル所ニシテ
外地米ノ移入ハ内地米需給上必要ナル数量ヲ限度トシ政府之ヲ管理スルノ正当
ナルコトヲ主張スルモノナルモ万一暫定的方法トシテ調査会決議ノ趣旨ニ依ル
場合ハ統制数量ノ内外地割当ニ付テハ割当決定前五年間ニ於ケル増加趨勢ノミ
ヲ標準トスルコトニ改ムルコト。尚，内地ニ於ケル米穀統制組合聯合会ハ農会
ノ意思ヲ充分ニ実現セシメ得ル組織タラシムルコト。二，蚕糸政策（略），三，
肥料政策（略），四，負担均衡（略），五，農会技術員俸給国庫補助（略），六，
農業保険（略），七，災害対策（略）」３）
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１月３０日は残留の道府県農会長２４，２５名全員が農林，内務両大臣および各
政党幹部に陳情した。夜は飯田町大松閣にて開催の農道会があり，出席した。
平沼男爵も客分として出席していた。但し，温はこの農道会には疑問を感じて
いた。この日の日記に「二十四，五人地方農会ヨリ出席セシガ，本会ノ前途ハ
発育スルヤ否ヤ疑問」とある。３１日も実行委員は残留し，貴族院方面に陳情
した。
２月も温は種々業務，農政運動を行い，また，出張した。１日は河上哲太代
議士の議会答弁材料の作成，東北凶作対策の協議，三井報恩会への訪問等を行
い，また午後４時からは海上ビルにて外地米生産費問題について荷見米穀局
長，佐藤寛次博士らと打ち合わせをした。２日も東北凶作対策について協議等
をした。３日は午前１０時より首相官邸にて外地米の米穀生産費調査会があ
り，出席した。朝鮮，台湾の係官より説明がなされ，質疑が行われた。４日は
午前１１時より在京評議員会を開催し，東北凶作対策要綱ならびに農会役職員
表彰について協議した。また，この日，三井報恩会より農業経営成績調査のた
めに３万円の補助金支給決定の通知があり，温は月田副会長と共にお礼の挨拶
に行った。５日，温は来会の小串清一（神奈川県農会長），石坂養平（埼玉県
農会長）と共に，衆議院に行き，東，八田，高田，由谷代議士に面会し，農村
救済費増加を陳情した。７日は安藤広太郎，渡邊 治と農業経営調査の集計カ
ード様式の審議を行った。８日は帝農職員と東北凶作対策案の協議等をした。
１０日（日）は終日在宅し，『実践農業経営』の原稿を執筆した。１１日も原稿を執
筆した。
２月１２日，温は午後１時半東京発にて愛知県に出張の途につき，７時に着
し，シナ忠支店に投宿した。翌１３日１０時半より県公会堂にて開催の愛知県農
会主催の町村農会経営研究会に出席し，午前は実験談，午後は優良村の交換談
の後，温が農村更生計画と農会の関係について１時間ほど講演を行った。１４
３）『帝国農会報』第２５巻第２号，昭和１０年２月，１～３頁。
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日も１０時より県公会堂にて町村農会技術者総会があり，出席し，午後１時間
半ほど講演を行い，終わって午後３時４０分発燕にて帰京の途につき，９時帰
京した。
２月１６日，温は午後３時上野発にて長野県に出張の途につき，９時半長野
に着き，慎吾が迎えに来て，青木旅館に投宿した。翌１７日は大観進にて開催
の長野県農会及び町村長会共同主催の農会技術員修養講習会に出席した。講師
は温，修養団の牧野秀，西田栄三郎，小貫文雄で，温は養蚕経営について１時
間半ほど講演を行った。修養団の団長は平沼騏一郎であった。終わって城山館
にて開催の平沼男爵会長の農村自治倶楽部懇談会に出席し，平沼，広瀬，原
平，山崎延吉らが出席していた。１８日は午前８時より９時４０分まで講義
し，１０時３０分長野発にて帰京の途につき，午後７時上野に着き，帰宅した。
２月２０，２１日の両日，帝国農会は帝農事務所にて，道府県農会長協議会実
行委員会を開いた。大島国三郎（京都府農会幹事），菱田尚一（岐阜県農会副
会長），松山兼三郎（愛知県農会幹事），山本荘一郎（長野県農会副会長），谷
口源十郎（鳥取県農会長），長島貞（兵庫県農会幹事），高井二郎（埼玉県農会
幹事），小串清一（神奈川県農会長），木立（栃木），西沢（岐阜）らが出席し，
帝農からは酒井，月田の正副会長，平田幹事長，温，高島，勝賀瀬幹事が出席
し，岡田内閣が６７議会に提出予定の米穀自治管理法案に対する方針を協議，
決定した。それは，同法案に不満であるが，「過渡的方法」として同法案の「実
現」を求めるものだった。４）後，衆議院に行き，政友会の高橋，山崎，民政党の
俵代議士に面会し，農会の希望を陳情した。夜は幸楽にて農政研究会幹部と実
行委員会の懇談会を開催したが，農民派の運動不足を訴えられ，農民大会開催
を促された。２１日も実行委員会を開き，貴族院の研究会に陳情した。しかし，
平田慶吉幹事長は運動の陣頭に立たず，不評であった。この日の日記に「貴族
院訪問，研究会幹事数名ニ面会シ，米穀問題ニ付陳情ス。平田幹事運動陣頭ニ
４）『帝国農会報』第２５巻第３号，昭和１０年３月，１２４頁。
帝国農会幹事 岡田温 ４７
立タズ，評判宜シカラズ」とある。２２日も温は実行委員と共に貴族院を訪問
し，公正会の東久世男爵に陳情した。２３日にも温は実行委員の谷口，長島と
共に貴族院の交友倶楽部を訪問し，陳情した。２４日は岡田内閣は閣議で米穀
自治管理法案の衆議院提出を決めた。温はこの日，米穀自治管理法案の問題点
を検討した。２５日，温は衆議院に東武，高橋代議士を訪問し，米穀自治管理
法案の修正事項を渡し，説明を行った。２６日，岡田内閣は米穀自治管理法案
を衆議院に提出した。山崎農相が趣旨説明し，高橋熊次郎議員その他が質問を
行った。温は衆議院に行き，若宮，高橋代議士に面会した。また，温は明日か
らの道府県農会長会議の宣言文を起草した。
２月２７，２８日の両日，帝国農会は帝農事務所にて道府県農会長協議会を開
催した。農林省より井野蚕糸局長，湯河農政課長らが臨席し，１日目の２７日
は午前１０時半開会し，酒井会長の挨拶，ついで月田副会長より重要農政問題
の経過報告，高島幹事より米穀自治管理法案，井野蚕糸局長より産繭統制処理
法案の説明があり，協議事項「米穀問題及蚕糸問題に関する件」「右に関する
実行運動方法」を委員会に付し，午後委員会を開き，産繭統制処理法案はその
実現を，米穀問題については３法案の実現だが，そのうち米穀自治管理法案に
ついては次のような修正決議を行った。統制数量の内外地割当に付いては割
当決定前５年間に於ける管外移出数量の増加趨勢のみを標準とすること，内
地に於ける米穀統制に付いては米穀統制組合及同聯合会又は其の事業を行う米
穀販売組合及同聯合会の事業に対し農会の意思を充分実現せしめ得る方法を講
ずること，であった。５）この決議後ただちに全員を２隊に分け，政友会，民政党
本部に陳情した。２８日も，温は実行委員を帯同し，農林，拓相に面会陳情し，
また国民同盟の清瀬，福田，中田代議士に面会陳情した。
３月も温は種々業務を行い，米穀自治法案通過等のために農政運動を行っ
た。１日，温は実行委員を帯同して，政友会の東，砂田，安藤らに，また民政
５）『帝国農会報』第２５巻第３号，昭和１０年３月，１２４～１２５頁。
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党の西村代議士に面会陳情した。東も西村も米穀自治管理法案，産繭処理統制
法案を否決はしないとの態度であった。２日も実行委員を帯同して貴族院の研
究会等各派の幹部に面会陳情した。その後，実行委員会の協議を行い，来る８
日に全国農会大会を開催することを決めた。ただし，温は目下の情勢は大会を
開く必要があるとは考えなかった。この日の日記に，「目下ノ形勢，大会ノ要
ナカランモ勢ノ趨ク処止ムヲ得ズ」とある。４日も実行委員の藤田善太夫（新
潟県農会長）らと衆議院の助川代議士を訪問し，産繭処理法案の委員会の状況
を聴いたが，米穀３法案より厳しいとのことであった。なお，この日，赤坂三
会堂にて全国農村産業組合大会が開催され，全国から１，５００名が参集し，米穀
自治管理法案，産繭処理法案絶対支持，通過，また産業組合事業の制限に絶対
反対することが決議された。６）５日も実行委員（千葉，神奈川，群馬，茨城，新
潟）と共に衆議院燕楽軒に陣取り，林譲治代議士らに面会，また，愛媛県より
上京の宮脇，青野，加藤，高橋，真鍋らを帯同して，県選出の代議士に陳情を
した。また，午後６時より鉄道協会にて農政研究会総会を開き，東，高田代議
士ら１７，１８名が参集し，今後の対策を協議した。６日も燕楽軒に陣取り，実
行委員の中村，城島，藤田，麦生らを帯同し，水島彦一郎，河野一郎代議士に
陳情した。また，午後５時より鉄道協会にて貴族院の農政懇談会に出席し，貴
族院議員からの種々の質問に応答した。７日も燕楽軒に陣取り，実行委員と共
に各方面に陳情した。また，助川代議士に面会し，両委員会の内容を聴くが，
依然不安であった。
３月８日，帝国農会は午前９時より帝農事務所にて道府県農会長協議会を開
き，全国農会長大会の打ち合わせを行い，午後１時より日本青年会館にて米穀
自治管理法案ならびに産繭処理統制法案即時実現をめざす全国農会大会を開催
した。全国から１，３００名ほど出席し，酒井会長が挨拶し，議長となり，大会宣
言，決議を満場一致で可決し，来賓代表の政友会の高橋熊次郎，民政党の高田
６）『帝国農会報』第２５巻第４号，昭和１０年４月，１０５，１０６頁。
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耘平，国民同盟の由谷義治，産業組合の千石興太郎らが挨拶し，また，来会者
各区代表の山脇延吉，白井常治，松山兼三郎，藤田善太夫，佐藤善吉，城島春
次郎，森沢房五郎，土屋寛らが挨拶し，特に，第１席の山崎と最後の土屋が熱
弁を振るった。この日の日記に「両氏大ニ獅子吼ス」とある。午後４時に終わ
り，実行委員を３組にわけ，政友，民政，国民同盟を訪問し，陳情した。な
お，大会宣言の主内容は，米穀自治管理法案は農会従来の主張に副わない処が
あるが，米穀政策の根本たる外地米の統制に一歩進めたるものであり，また，
国庫負担の緩和，生産者消費者相互の利益増進に寄与するところ少なしとせ
ず，として，速やかに両院の通過を求めるものであった。７）９日は帝農に各府県
の運動委員が参集し，３隊に分け，総理，農林，拓務省を訪問し，温は農林，
拓務両省を訪問し，決議事項の陳情を行った。１１日も実行委員が参集し，勝
賀瀬幹事が帯同し，衆議院の委員に運動した。なお，温はこの日，赤坂三会堂
にて開催の全国町村長総会に出席した。６００～７００名が会合し，盛況で，地方
財政窮乏化の折，昭和１０年度に地方財政調整交付金制度の実現を求める大会
であったが，温は幹部に交渉し，米，繭問題の緊急動議を提案してもらい，可
決させた。また，この日，青山会館にて第２回全国農村産業組合大会も開か
れ，５，０００～６，０００名が出席し，米穀自治管理法の通過を決議した。他方，国
技館にて米穀商人が２万５，０００人も集まり，米穀自治管理法に反対の大会を開
いた。この日の日記は「産・組ト米商ノ対立，大会」「米穀政策ヲ繞ツテ空前
ノ対立」と記している。１２日，温は実行委員の門田，秋山，菱田，松原らと
共に助川，高田，百瀬代議士に面会し，議会情勢を聴き，百瀬代議士から今井
健彦，管野善右衛門，近藤寿市郎，平川松太郎代議士らを説伏するよう依頼さ
れ，その出身の府県農会に説伏を依頼した。１３日は高島幹事に議会への働き
かけを依頼し，温は堆積している帝農事務を処理した。１４日は月田副会長が
本日より交代の第２班の実行委員を率い，頼母子，小山，高田代議士に面会し
７）『帝国農会報』第２５巻第５号，昭和１０年５月，１０４，１０５頁。
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たが，米穀自治管理法案は未だ大勢不明であった。１５日は高島幹事が実行委
員と共に議会への働きかけを行い，１６日には温が運動委員の鈴木（奈良），大
山（福島），高木（福井），長谷川（山形）らを帯同し，衆議院の岩井館に陣取
り，助川啓四郎，須之内品吉，山村豊次郎，山口忠五郎，高橋熊次郎，八田宗
吉，島田俊雄，高田耘平，水島彦一郎，武知勇記，三善信房代議士らに面会し
たが，なお米穀自治管理法案の大勢未だ決せずであった。
３月１７日，温は午後８時５５分上野発にて富山に出張の途につき，翌１８日
午前６時４０分富山に着し，１０時より赤十字社にて開催の北陸区農村経済更生
指導者養成講習会に出席し，来会の１９０余名に対し，午後４時２０分まで講義
を行った。１９日も講習会に出席し，午前９時５０分より１２時２０分まで講義を
行い，終わって，県庁を訪問し，また広貫堂を参観し，午後８時３０分発にて
帰京の途につき，翌２０日午前７時半帰宅した。
３月２０日，温は第３班の運動委員，中村哲蔵（茨城県農会長），石坂養平（埼
玉県農会長），菱田尚一（岐阜県農会副会長）らと共に，衆議院の岩井館に陣
取り，委員会の状況をうかがった。２２日も運動委員と共に岩井館に陣取り，
三善，八田，東郷代議士に面会した。２４日，衆議院において，漸く米穀自治
管理法案が通過し，貴族院に送られた。しかし，議会の会期末であった。２５
日，第６７議会の最終日であった。運動委員の山脇延吉，松原五百蔵（滋賀県
農会副会長），菱田尚一，福士進（岩手県農会幹事）ならびに衆議院の山口，
山本，国光，島田代議士らが来会し，最後の運動を行った。しかし，政府側も
議会延長の意思なく，閉会した。この日の日記に「出勤。運動委員山脇，松原，
菱田，福士并ニ山口，山本，国光，島田各代議士来会。高島幹事，福士君ト貴
族院米自委員私宅訪問シ，自分ハ衆議院ニテ産繭問題ノ運動ヲナス。午后貴族
院形勢悪化ノ報ニ接シ，山脇，松原及高島四人ニテ華族会館（研究会幹部協議
中）ニ酒井会長ヲ訪問シ状況ヲ聴ク。貴院ノ情勢，三日，四日ノ延期ニテ米穀
問題通過ノ見込ナク，政府モ会期延長断念ノ由。貴院本会議ニテ小林嘉平次
氏，首相ニ質問。首相会期延長ノ意志ナキ答弁，時ニ九時十分。万事休ス」と
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ある。このように，米穀自治管理法案は貴族院にて審議未了，産繭処理統制法
案は衆議院にて審議未了で，いずれも不成立となった。２６日以降も温は種々
業務を行った。２７日は雇員採用につき，平田幹事長と協議，２８日は千葉県田
中村の更生計画の編集開始，２９日も田中村更生計画の編集を行い，また，農
林省に出頭し，荷見米穀局長と米穀自治管理法の今後の問題について協議し
た。３０日も田中村更生計画の編集を行い，また，在京評議員会の開催した。
３１日（日）は『実践農業経営』の執筆を行った。
４月も温は種々業務を行い，また，原稿を執筆した。１日は副会長出席の下
幹事会を開き，道府県農会幹事技師協議会，販売斡旋主任協議会，経営調査主
任会，町村農会技術者講習会の日程を決めた。なお，会議では，平田幹事長と
勝賀瀬幹事との間で「小衝突」があった。２日には帝農経営部の雇員の採用試
験を行い，西堀勝，塚田四郎，小倉諄の３人を採用した。午後４時からは中央
亭にて更生協会主催の産業組合と帝農の談話会があり，出席し，その際，那須
博士より平田幹事長について注意があった。温は日記に「帝農ノ不幸」と記し
ており，平田幹事長と帝農との関係が良くなかったことが伺われる。３日は終
日在宅し，『実践農業経営』の執筆。４日は幹事会を開き，道府県農会幹事技
師協議会の提出問題を協議した。５日は農林省に出頭し，永松課長と農村更生
計画指導費予算および事業計画について内協議を行った。また，午後６時より
中央亭にて岩住良治博士（元，農学部長，昭和３年１０月～６年１月）の還暦
祝宴に出席した。６日は午前１１時３５分東京市役所前にて満州国皇帝の入京を
迎えた。７日（日）は『実践農業経営』の原稿の執筆を行い，また，午後６時よ
り学士会館にて麻生博士の在学３５年並びに還暦祝賀会に出席した。８日は副
会長出席下幹事会を開き，農会記念日の件，経営成績調査課員採用の件等につ
いて協議，９日は会長，副会長出席の下，幹事会を開き協議，また，農商務省
技師の岡田鴻三郎氏の告別式に出席した。１０日，前会長の牧野子爵が脳血
で昏睡状態となり，温は勝賀瀬と共に子爵邸を見舞った。１１日は午前１１時半
より農会記念祝賀会を開いた。なお，この日，牧野前会長が亡くなった。１２
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日は農林省に出頭し，西村彰一事務官に経済更生予算について協議，１３日は
牧野子爵邸の通夜に参列，１４日（日）は『実践農業経営』の執筆を行い，また，
末光元広宅を訪問，１５日は経営成績調査課員の採用試験を行った。志願者は
東大駒場が２名，京大が２名，九大が１名で，面接した温は駒場の小林と京大
の森本が群を抜いていたと日記に記している。また，午後２時半より牧野子爵
の告別式に参列した。
４月１７日より１９日までの３日間，帝国農会は同事務所にて道府県農会幹事
主任技師協議会を開いた。１７日は午前１０時半より開会し，農林省より井野蚕
糸課長，間部農産課長，湯河農政課長，村上米政課長，渡邊技師らが出席し，
酒井会長の挨拶，平田幹事長の本年度の事業計画報告，井野蚕糸局長等の報告
があった。１８日は帝農提出による協議事項，農業経営成績調査利用に関す
る件，農村経済更生計画指導に関する件，農会における自給肥料指導に関
する件，農会総代及び役員の選挙状況に関する件，農会の販売斡旋事業進
展に関する件，農会旗制定に関する件，農政問題解決促進に関する件，が
説明された。さらに地方農会から，系統農会機能の振作に関し適切なる根本
方策樹立講究の件（兵庫県農会），	農会相互間の電信符号制定に関する件（山
口県農会），
社会情勢の推移に鑑み道府県農会の運営上特に重点を置くべき
事項に関する件（高知県農会）が，提案された。温はについて説明した。
後，質疑応答の後，委員会に付された。１９日は午後２時まで委員会を開き，
温は第１委員会に出席し，決議案を草した。そして，午後３時より協議会を開
会し，各協議事項を決定した。このうち，と
は一括され，「社会情勢の推
移に鑑み道府県農会の運営上特に重点を置くべき事項に関する件」として，次
のような決議となった。「我系統農会は多年農業諸般の指導奨励に又農民輿論
の代表機関として農村振興に努力し来り其業績大いに見るべきものあるも近時
農村窮乏の愈々深刻なる実状に鑑み，真に農村更生の重大使命を達成せんには
此の際今一層農会機能を振作する為適切なる根本方針樹立の緊切なるを認む。
依て此際速に左記方法により右に関する調査機関を設置すること。記 帝国
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農会内に調査会を設置すること，調査会の会長は帝国農会長を以て之に充て
ること，委員は農林省，帝国農会，道府県農会関係者其の他より帝国農会長
之を委嘱すること」であった。８）協議会の後，全国農会技術員協会総会を開き，
松山兼三郎を議長に昭和１０年度の予算等を決めた。９）２０日は神経痛のために欠
勤したが，『実践農業経営』の原稿の執筆を行った。２１日も終日『実践農業経
営』原稿の執筆をし，第８章「農業経営費」をほぼ脱稿した。２２日は農業経
営部採用人事にかんし，各幹事，また月田副会長，平田幹事長と再協議した
が，意見が合わず，東京，京都両大学に人物の再選考を交渉することになっ
た。温は日記に「実ハ馬鹿ナコトナリ」と記している。２３日は農林省に出頭
し，小浜農務局長を訪問し，肥料問題，経営成績審議会等について協議した。
２４日は帝農は事務所にて販売斡旋所長会議を開き，２５～２７日は道府県農会販
売斡旋主任者協議会を開き，系統農会販売斡旋事業連絡に関する件等を協議し
た。２７，２８日は農業経営主任者協議会の準備を行った。２９日は『実践農業経
営』の第３章「農業経営要素」の再検討を行った。
５月も温は種々業務を行った。帝国農会は４月３０日から５月３日までの４
日間，同事務所にて道府県農会農業経営主任者協議会を開催した。道府県から
農業経営主任４７名（長野県農会の慎吾も出席），農林省より湯河農政課長，間
部農産課長らが出席し，４月３０日は酒井会長挨拶の後，月田副会長，平田幹
事長が議長となり，帝農側から諸般の報告がなされ，また，午後６時からは目
黒雅叙園にて懇親会を行った。５月１日は午前９時より開会し，温が座長とな
り，農林省の明石弘蚕業課長より養蚕対策につき説明があり，午後５時まで協
議を行った。２日は農林省の間部農産課長，西村副業課長代理が農産及び農村
工業についての説明があり，午後６時まで協議した。３日は委員会を開き，決
議事項を協議し，「各種農業災害の実情に鑑み農業経営改善上採るべき方法に
関する件」「尊農自力更生的精神の振作並に経営者と指導者との緊密なる融合
８）『帝国農会報』第２５巻第５号，昭和１０年５月，８７～９０頁。
９）同上，９０頁。
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連に関する件」「農業共同経営及部分的共同経営指導に関する件」等を決議
した。１０）
５月７日から１４日までの７日間，帝農は同事務所にて郡市町村農会技術員
講習会を開催した。講習生は５４名，講師は農林省の平川守事務官，周東英雄
金融課長，明石弘蚕業課長らや温らの帝農幹事，また，佐藤寛次，近藤康男ら
が当たった。１１）温は初日の７日，農村経済更生について３時間にわたり講義を
した。８日，温は販売斡旋部に採用の職員の試験を行い，９日は筆記試験の採
点や国家経済研究所の副業計画に関する懸賞論文の審査を行うなどした。１０
日は午後１時より国家経済研究所にて開催の懸賞論文審査委員会に出席した。
１１日は田中村更生計画の原稿執筆，農業経営調査成績検討のプラン作成
等，１２日は千葉県成田町に行き，同町小学校にて開催の千葉県農会主催の町
村農会総代大会に出席し，来会の１，８００余名に対し，温が農会の使命について
講演し，帰京した。１３日は講習生の課題レポートを見，また，田中村更生計
画の原稿を執筆した。また，この日，帝農の経営調査課員採用にかんし，再募
集のため北海道，九州大学に照会することになったが，温は日記に「平田君ノ
非常識ト月田氏ノ無定見共ニ度シ難シ」と酷評している。１４日は郡市町村農
会技術員講習会の最終日で，温は午前中菅原兵治（日本農士学校検校）の国本
主義の講義を聴講し，午後は安藤広太郎，佐藤寛次と農業経営成績調査要項に
ついて協議した。１５日は副会長出席の下幹事会を開き，米問題，農会刷新問
題のため委員会を組織することを協議した。１６日は農林省に出頭し，小平，
永松両氏に面会し，更生指導費の件について協議，１７日は国家経済研究所の
懸賞論文審査，１８日は国家経済研究所の農村副業計画の懸賞論文審査会に出
席し，懸賞論文を決定した。１９日（日）は『実践農業経営』の執筆に専念し，
また，午後３時からは中央ホテルにて母校独立祝賀会に出席した。２０日は午
後１時より海上ビルの農林省米穀局分室にて外地米の米穀生産費の件について
１０）『帝国農会報』第２５巻第６号，昭和１０年６月，１２３～１２４頁。
１１）同上，１２４～１２５頁。
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荷見米穀局長，高田耘平，安藤博士らと下協議を行った。２２日は外地米生産
費の検討，また，米穀自治管理法についての帝農内部の研究会を開いた。２３
日午後２時より首相官邸にて外地米の米穀生産費調査会第６回総会が開かれ，
そこで昭和９年度の朝鮮，台湾における米生産費の調査結果の報告がなされ，
山田歛，東武，高田耘平，温らが質問し，小委員会（委員長は安藤広太郎）に
付されることになった。２４日午後２時より首相官邸にて外地米の米生産費調
査小委員会に出席し，台湾米の米生産費について質疑を行った。２５日は田中
村更生計画についての原稿の執筆。２７日は農林省に出頭し，１昨日の人事異
動で新しく就任，転任した各課長に挨拶に回った。２８～３０日は田中村更生計
画についての原稿の執筆を行い，漸く終了し，「一個ノ重荷」をおろしている。
６月も温は種々業務を行った。１日は７月号の『帝国農会報』の原稿「小農
経済より観たる農村財政」の起草を行い，また，海上ビルの米穀局分室にて朝
鮮米生産費について荷見局長らと打ち合わせ，２日（日）は終日，著書の執筆。
３日は首相官邸にて開催の外地米の米穀生産費調査会の第２回小委員会に出席
し，朝鮮米生産費について協議した。また，午後１時からは帝農にて農業経営
成績調査委員会を開き，安藤，佐藤，那須，橋本委員らと調査事項及び表につ
いて協議した。また，午後５時より海上ビルの米穀局分室にて，安藤，佐藤，
山田，高田，荷見米穀局長らと明日の米穀生産費調査会の委員会の打ち合わせ
をした。４日は午前中，首相官邸にて外地米の米穀生産費調査会の小委員会に
出席し，朝鮮米の土地資本利子などについて質問をした。また，この日帝農に
て，米穀問題委員会を開催し，１４の県農会会長または幹事が出席し，６７議会
に提出された米穀自治管理法案への修正案の検討などを行った。５日も帝農に
て米穀問題委員会を開き，負担均衡，肥料問題について協議し，要望事項「米
穀自治管理法案に関する要望」「硫安価格暴騰対策に関する要望」「負担均衡実
現促進に関する要望」を決定し，午後，一同農相，及び白根書記官長に面会，
陳情した。１２）また，午後１時半より首相官邸にて外地米の米穀生産費調査会の
小委員会があり，朝鮮米生産費について質問が終了した。最後に，温が「全面
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的質疑」を行い，それに対し，台湾の中瀬氏が「反駁的弁明」があり，高田委
員が原簿の資料請求し，外地委員も承諾し，今回はこれにて，次回は７月上旬
に開催することにして散会した。６日，幹事会を開き，農業経営成績調査部の
担当職員の採用について協議し，東大駒場の小林の採用を決めた。７日は午後
６時より中央亭にて産業組合と帝国農会の会合があり，出席した。８，９日は
著書の執筆，再検，１０日は農業経営部のもう１人の採用人事を京都大の森本
に漸く決定した。１３日に小林，森本が帝農に就任し，農業経営成績調査事務
に従事した。また，午後帝農の副参事以上の会議を開き，農村窮乏下，農村の
更生を図るには農会の事業進展が必要であり，農会打開問題について協議し
た。１４日は関東の府県農会の幹事会を開き，雹害対策について協議し，対策
を決めた。１６日（日）は終日在宅し，著書の再稿。１７日は帝農の副参事以上の
会議を開き，農会革新について協議した。１８日は農林省に提出する明年度事
業計画及び補助金要求案を作成した。１９日は副参事以上の会議を開き，農会
革新について協議した。２０日は午前８時上野発にて千葉県東飾郡田中村に
行き，同村の経済更生計画協議会に出席し，温が現状の批判及び更生計画の大
綱を説明し，質疑応答の後，出席の村会議員，農会総代，実行組合長，小学校
長ら一同が賛成し，大綱を決定した。終わって帰京した。２１，２２日，田中村
更生計画の現状批判の執筆等，２３日（日）終日在宅し，著書の第６章「生産計
画と農産物の価格」の手入れ，２４日も同様。
６月２４日，温は午後１０時３０分上野発にて新潟県に出張の途につき，翌２５
日午前７時３０分新潟に着し，１０時より師範学校にて開催の新潟県農会主催の
町村農会技術者協議会に出席し，午後１時より３時まで来会の４００余名に対
し，農村指導原理について講演を行った。２６日も午後１時より３時まで講演，
２７日も午前９時より１１時まで講演した。午後は西蒲原郡黒埼村（県下第１の
政争村であったが，精算し，報徳主義をもって更生しつつある村）を視察し，
１２）『帝国農会報』第２５巻第７号，昭和１０年７月，１１７～１１８頁。
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午後９時半新潟発にて帰京の途につき，翌２８日午前７時帰宅した。２９，３０日
は小農経済より観たる町村財政の研究の執筆等。
７月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日は小農経済より観たる町
村財政の研究の執筆等，２日は商工省に出頭し，吉野次官に面会し，北米柑橘
輸出組合について懇談，３日は産業組合と農政運動の原稿執筆等，４，５日は
『実践農業経営』の生産費の項目の執筆等，６日も著書の執筆を行った。なお，
この日全市灯火管制，敵機襲来防備演習がなされた。無益なことであった。こ
の日の日記に「敵機襲来，防備ノ演習。実ハ無益ノコト。有識者ハ殆ト軍人ノ
跳梁ヲ顰蹙ス」とある。７日（日）は終日在宅し，著書の執筆，８日は農林省更
生部に出頭し，田中総務課長に面会し，１０日にも田中課長と折衝等，１１日は
更生指導事業について土屋，千葉副参事と協議，また，月田副会長，平田幹事
長，高島幹事と４月の道県農会幹事主任技師協議会の決議による農会事業進展
調査会設置の打ち合わせを行い，１２，１３日の両日，帝農事務所にて農会事業
進展調査準備委員会を開催し，福士進（岩手），内田鷹助（群馬），高井二郎（埼
玉），南部増次郎（神奈川），大島国三郎（京都），長島貞（兵庫）ら，また，
農林省から湯河農政課長ら，帝農側からは酒井，月田正副会長，温，高島，勝
賀瀬幹事が出席し，自由に意見を交換した。１３日も委員会を開き，高井，内
田，南部，松山，大島，長島の６人を小委員に選び，農会の事業刷新について
検討することを決めた。１３）
７月１３日，温は午後１０時２０分上野発にて宮城県に出張の途につき，翌１４
日午前８時小牛田町（遠田郡）につき，石巻線に乗り代え，鹿又に下車し，桃
生郡大谷地村に行き，その更生計画を視察した。終わって，石巻に戻り，千葉
甚に投宿した。１５日は小牛田町に行き同町農業会館にて開催の宮城県農会技
術者講習会に出席し，午前１０時より午後４時まで出席者の提出した設計書に
ついて批判，質問応答を行った。終わって仙台に戻り，菊平旅館に投宿した。
１３）『帝国農会報』第２５巻第８号，昭和１０年８月，１１８頁。
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１６日は午前８時半仙台を出て，小牛田農業会館に行き，午前１０時より午後４
時まで，来会の７０余名に対し，温が農業経営について講演を行い，終わっ
て，仙台の菊平旅館に戻り，投宿した。１７日は名取郡岩沼町に行き，岩沼農
事試験場にて開催の南部３郡の農会技術者農業経営講習会に出席し，出席者の
設計書批判を行い，また農業資本と生産費について説明した。１８日は同試験
場にて午前１０時より午後３時４０分まで農業経営について講演を行った。終
わって，玉浦村の安久津庄次郎の農業経営を視察し，仙台に戻り，午後１０時
５０分発にて帰京の途につき，翌１９日午前７時半帰宅した。
７月１９日，温は東京商工会議所に行き，鶴見，渋沢，木村，岩崎，井上ら
の重役及び職員に対し，１２時より農村問題について講話を行った。２０日は農
林省に出頭し，田中課長と更生指導事業について協議を行った。２２日，首相
官邸にて外地米の米穀生産費調査小委員会を開いた。朝鮮，台湾側の委員より
新材料が提出され，幹事が原簿を調査することになった。２３，２５日も米穀生
産費調査小委員会を開き，外地生産費の新材料を検討した。
７月２５日，温は午後１１時東京発にて愛媛に帰郷の途につき，翌２６日尾道
経由にて午後９時帰宅した。２７日は親戚の永木又一の信用組合からの借金の
焦げ付き問題について大西石井信用組合長と会談，また，堀内正謨石井村長，
今村菊一助役とも同問題について懇談した。２８日松山の亀乃井にて，温は堀
内，今村らと再度会談したが，彼等は温に対し永木の親戚ゆえ，１，０００円の負
担を要望してきたが，温は不合理だと述べたが，結局親族と協議することに
なった。３０日，温は親戚の越智太郎と協議したが，負担は無理で，温は今村
助役に斡旋を依頼した。
８月１，２日の両日，県公会堂にて午前８時半より愛媛県農会主催の県下技
術員研究大会が開催され，出席した。県下から２４０余名が出席し，この日は農
林省の渡邊 治技師が「農会経営上の諸問題」について講演をした。２日は温
が午後２時より４時まで「農村問題の観方」について講演をした。終わって，
午後７時１５分発の紫丸に乗船し，翌３日午前６時４０分神戸に上陸し，京都の
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宮津に向かい，午後２時着き，精輝楼に投宿した。４日温は天橋立に行き，与
謝郡教育会の夏季大学に出席し，来会の３００～４００名に対し，午前１０時４０分
より「小農の経済より見たる農村の指導精神」について講演を行い，終わって，
午後４時２５分宮津を出で，京都に行き，午後９時１５分発にて帰京の途につ
き，翌５日午前７時半東京に着した。
８月５日，温は出勤し，農林省米穀局に出頭し，荷見米穀局長に面会し，７
日の外地米の米穀生産費調査小委員会の打ち合わせを行った。７日，首相官邸
にて小委員会を開いたが，安藤広太郎委員長は幹事の外地米の調査が進むまで
は当分小委員会を延期する旨を宣言し，１０分間にて閉会となった。その理由
は，安藤委員長が過般外地側の委員に妥協案を出したが，外地側委員が拒否
し，妥協が成立しなかったためであった。８日は著書の執筆等，９日は勝賀瀬
幹事と共に農林省に出頭し，農務局長に面会し，販売斡旋補助の件について懇
談した。１０日は読売新聞依頼の「予算編成を前にして」の原稿を執筆した。
１１日（日）は著書の手入れ，１２～１４日は帝農にて農会事業進展調査小委員会を
開き，松山，大島，長島，高井，南部，内田の委員，帝農側からは，平田幹事
長，温，高島，勝賀瀬幹事が出席し，協議し，ほぼ成案を得，２７日の調査会
の総会に提出することになった。なお，１２日，軍部内部の抗争により，永田
軍務局長が相沢三郎中佐に斬殺される事件がおきた。温はこの日の日記に「軍
部綱紀粛正ヲ要ス」と記している。１５日は農林省に出頭し，田中更生部総務
課長と更生事業指導について懇談した。１６日は経済更生指定事業中，審議会
と指導者研究会の計画を作成等，１７日は著書の執筆等，１８日は酒井会長に経
済更生事業の新計画について説明し，１９日には月田副会長に同計画の説明を
行い，共に承諾を得た。２０日は松山の上水道建設問題について，上京の関係
者一行と後藤内務大臣に陳情した。２１日も内務省を訪問し，岡田地方局長等
に陳情した。また，著書の執筆をした。２２日は午前７時４０分上野発にて水戸
に出張し，茨城県農会における経営共進会の審査の打ち合わせを行い，後，西
茨城郡西山内村の郡司定義氏の経営（３町５反の経営，２等候補）を視察して，
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後，湊町に行き恵比藤旅館に投宿した。翌２３日は大和村の宮内一作氏の経営
を視察し，鹿島神社，香取神社を参詣して，午後８時帰宅した。２４日は郷里
の陳情一行と内務省を訪問し，衛生局長，土木局長に陳情した。２５日（日）終
日在宅し，著書の執筆。２６日は帝農事務所にて，水害関係府県農会長会議を
開き，水害対策を協議し，農林大臣に陳情した。２７日は帝農にて午前１０時よ
り午後６時まで農会事業進展調査会を開き，農会刷新策を決定した。この日の
温の日記に「但シ徹底シタモノハ出来ズ」とある。２８日は松山市水道建設問
題で農林省に長瀬次官を訪問陳情した。また，この日，『実践農業経営』６６５
枚を脱稿した。温は「一ヵ年程ノ苦心ノ成果ニテ満悦」を感じている。２９日
も鶴本房五郎余土村村長らと農林省に行き，松山市水道問題の陳情。３０日は
経済更生中央協議会（帝農ほか農業関係７団体）創設のために，大日本農会，
日本山林聯合会，帝国水産会，中央畜産会を歴訪し，賛同を求めた。また，明
年度の帝農経営部の拡張予算を作成した。３１日，平田幹事長に帝農経営部の
拡張予算を示したが，賛成が得られなかった。
９月も温は種々業務を行い，また，よく出張した。１日，温は石黒忠篤宅を
訪問し，経済更生協議会の件を依頼したが，石黒は帝農が行うことについて，
少し意に充たぬようであった。そして，その夜，温は午後１０時上野発にて山
形県に出張の途につき，翌２日午前６時４０分山形に着し，後藤屋に投宿し，
休憩し，９時半より開催の山形県農会主催の郡市町村農会技術者講習会に出席
し，来会の１６０余名に対し，農村指導者の心得について午後４時まで講義を
行った。午後５時より八千代にて慰労会があり，終わって１０時５０分発にて帰
京の途につき，翌３日午前８時半帰宅した。
９月４日，温は午前９時東京発の燕にて愛知県に出張し，午後２時名古屋に
着き，バスにて東加茂郡足助町に行き，約２時間ほどで足助町に着き三島屋に
投宿した。翌５日，宗恩寺にて開催の愛知県農会主催の町村農会技術者講習会
に出席し，午前９時より午後４時まで農村指導者の心得について講義した。終
わって，岡崎に出て，午後１１時発にて帰京し，翌６日午前６時半東京に着
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き，帰宅した。疲労を感じ休養した。７日は幹事と尺貫法存続について協議
等，８日（日）は終日在宅し，『実践農業経営』の原稿の再検討を終了し，９日
に冨山書房の宮川氏に渡した。１０日は産業組合中央会に千石興太郎を訪問し，
経済更生中央協議会について懇談した。
９月１１，１２日の両日，帝国農会は帝農事務所にて道府県農会長協議会を開
催した。全国から４２名の農会長が出席し，また，農林省側から戸田農務，荷
見米穀，井野蚕糸局長，湯河農政課長，渡邊技師等が臨席し，協議事項農会
事業進展に関する件，農政諸問題解決促進に関する件，土地賃借価格調査
に関する件，農業者の政治的自覚促進に関する件，等が協議され，委員会に
付された。１２日午前１１時まで委員会を開き，後，本会議を開き，委員会報告
を承認，決議した。この決議事項のうち，の「農会事業進展上執るべき方策
に関する件」の主内容は次のとおりである。「系統農会は多年農業者の利益代
表並びに指導奨励機関として農村振興に努力し来り，其の業績大に見るべきも
のあるも，農村窮乏の深刻なる現状に鑑み，真に農村更生の重大使命を達成せ
んには，各級農会一致結束して左記各項に準拠し以て其の任務遂行に邁進する
を緊要なりと認む。一，利益代表機関たるの任務遂行の為執るべき方法 農
業者の政治的自覚促進（講演会，懇談会の開催，選挙に当たり農村問題に理解
あるものの選出等），農村に於ける輿論喚起（講演会，協議会の開催等），
中央に於ける農政運動（道府県農会長から選出された農政委員を常置し，農政
運動に時期を逸せず取り組むこと等），地方に於ける農政運動（道府県農会
にも農政委員を設置する等），	農政に関する事務の充実（帝国農会に農政部
を設け，農政問題の調査，研究等），二，指導奨励機関たるの任務遂行の為執
るべき方法 農業経営の改善（地方の実情に適応した農業組織の研究，簿記
を基礎とした経営改善，共同経営の奨励等），農産物の生産調整及び販売統
制（生産調整は系統農会があたること，販売統制は農会と産業組合が連携して
行うこと，出荷統制は系統農会が行うこと等），農家の生活改善（消費面の
改善），農民教育（農民精神の作興），	農村指導者の充実及訓練（農会技術
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員の普及），農家組合の普及充実（農家組合は農会の指導統制に服するこ
と），三，各級農会の連絡統制の為執るべき方法（以下，省略），四，其の他農
会事業の進展上執るべき方法（農村関係の指導は農会を中心として行うこと，
農会技術員の俸給全額を国庫より補助すること等）」であった。１４）そして，午後
２時より４組に分け，大蔵，内務，商工，農林各省に陳情し，温は大蔵省組を
率い，津島次官，石渡主税局長に面会，陳情した。１３日は山脇，門田，国光，
城島，大島らと首相官邸に赴き，首相に面会し，さらに陸軍省に行き，山本茂
一郎秘書官に面会陳情した。
９月１５日，温は午前９時４０分上野発にて千葉県田中村に行き，午後１時よ
り開催の田中村経済更生実行の村民大会に出席し，５００余名が参加し，皇居遥
拝，勅語奉読の後，温が講演を行った。終わって，７時帰宅した。そして，そ
の夜，温は午後１０時３０分東京発にて新潟に出張の途についた。翌１６日午前
７時２０分新潟に着し，大野屋別館に投じた後，１０時より県農会にて開催の新
潟県肥料配給審議会に出席した。１７日，温は午前９時２５分発にて新潟を出
て，長野に向かい，午後４時４０分長野に着し，慎吾の出迎えを受け，犀北館
に投宿した。１８日は午前１０時より産業会館にて開催の長野県肥料配給審議会
に出席し，温も時々意見を述べた。終わって，慎吾の下宿を訪問し，午後４時
５６分長野発にて帰京の途につき，１１時４０分上野に着き，帰宅した。
９月１９日は経済更生中央協議会の準備を行い，２０日午後１時より第１回の
経済更生中央協議会準備委員会を開き，農林省の田中長茂課長，帝国水産会の
小林基，中央畜産会の篠原三男，産業組合中央会の辻，全国山林会聯合会の鈴
木覚四郎らが出席し，規程その他を協議した。２３日は月田副会長に経済更生
協議会の報告を行い，また，午後１時からは農業経営調査の農家変更の件につ
いて常置委員会を開き協議した。２４日は「小農制と販売助成政策」の原稿を
執筆等をした。
１４）『帝国農会報』第２５巻第１０号，昭和１０年１０月，１～６頁。
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９月２５日，温は午前９時上野発にて岩手に出張の途につき，午後７時４０分
盛岡に着し，小林旅館に投宿した。翌２６日午前１０時より県農会楼上にて開催
の岩手県肥料審議会に出席した。３０名ほどの出席で特に議論なく，午後４時
終了した。２７日は午前９時２５分盛岡発福島に行き，午後４時８分福島に着
し，飯岡温泉に行き，泉洲閣に投宿した。２８日午前９時半より福島県農会楼
上にて開催の福島県肥料審議会に出席，３５，３６名ほどの出席で殆ど意見なく
終わり，午後２時４０分福島発にて帰京の途につき，７時３０分上野に着し，帰
宅した。２９日（日）は終日在宅し，『実践農業経営』の最終稿「農業経営と農業
経済」を草した。３０日は勝賀瀬幹事と帝農役員の改選，内部改正等について
意見の交換を行った。
１０月も温は種々業務を行った。１日は高島幹事と農村教育の研究を行い，
また，この日，冨山書房に『実践農業経営』の原稿を渡した。２日，温は１２
時２０分東京発にて静岡に出張の途につき，午後４時１５分静岡に着し，大東館
に投宿した。３日，温は静岡県農会主催の町村農会技術者講習会に出席し，午
前８時半より午後２時まで農村問題について講演を行い，午後６時１６分の燕
にて帰京の途につき，９時半帰宅した。５日は午後６時より丸の内山水楼にて
富民協会の優良経済更生村決定の審査委員会に出席し，石黒，小平，千石，那
須委員らが出席し，全国賞４村，地方賞９村を決定した。７日は月田副会長，
幹事と明年度予算について協議し，また，午後４時からは産業組合中央金庫に
て五穀感謝祭の件について協議した。８日は午後２時より農林省農政課にて農
会技術員養成問題について，農政課員と温，高島幹事および千葉，埼玉，長
野，群馬，神奈川の県農会幹事らが協議した。農政課案は養成所の主管を県庁
に移そうとする案であったが，地方幹事たちが反対し，なお研究することに
なった。９日は月田副会長，幹事と明年度予算について協議し，また，午後２
時から商工会にて柑橘北米輸出改善委員会があり，出席したが，生産者側と輸
出業者側とが対立し，協議が決裂している。１０日は午後５時より築地宝屋（長
崎料理）にて二八会の１０周年会があり，出席した。１１日は「農業と経済」の
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原稿を起草し，また，水害の被害を受けた茨城県農会関係者の陳情を受けた。
１２，１３日も「農業と経済」の原稿の執筆等。１４日も原稿を執筆し，また，副
会長と実業教育の答申案の協議，１５日は農林省に出頭し，小平局長，長瀬次
官に面会し，農村更生協議会への出席依頼と帝農役員選挙について意見を交換
した。１６日は経済更生中央協議会の会長挨拶文の起草等，１７日は産業組合中
央金庫にて農村経済更生協会主催の農村更生座談会に出席。１８日は日本青年
会館にて開催の農村更生協会主催の展覧会に参観し，二宮尊徳翁８０年記念祝
賀式に参列した。１９日は禎子と共に二宮記念祭に出席するため日光に行き，
この日は東照宮，中禅寺を見学し，小西旅館に投宿。２０日，温は今市町に行
き，午前１０時半より二宮神社にて開催の祭典に出席し，温が一木喜徳郎会長
の代理で祭辞を読み，午後１時からは報徳館にて講演会があり，温は「報徳精
神と小農の本質」と題して講演を行った。終わって，帰京した。２１日は帝国
農会総会での農相諮問案への答申文の起草等を行った。
１０月２２日は午後２時より経済更生中央協議会の幹事会を開き，本日の協議
事項の打ち合わせを行い，そして４時より委員会を開催した。黒木三次伯爵（全
国養蚕業組合聯合会会長），野村益三子爵（帝国水産会会頭），石黒忠篤（農村
更生協会理事），岩住良治（中央畜産会理事），千石興太郎らの委員，農林省側
から長瀬農林次官，小平局長，田中課長，帝農側から各幹事が出席し，規程を
決した。２３日，温は西ガ原に安藤広太郎氏を訪問し，帝農役員選挙に関する
意見を聴いた。安藤は月田副会長に辞任を勧める意向の由であった。この日の
日記に「西ヶ原ヲ訪問。安藤氏ニ帝農役員選挙ニ関スル意見ヲ聴ク。月田氏ニ
ハ辞任ヲ勧ムル意向ノ由察セラルヽガ，代リノ適任者ニ付テハ見込ナキガ真
相。但シ何カ計画」とある。２４日は埼玉県に行き，埼玉県農会主催の農会技
術者の講習会に出席し，講義を行い，帰京した。２５日は月田副会長出席し，
幹事会を開き帝農総会の協議を行った。月田副会長が最後の挨拶をした。また，
この日，温は門田晋（愛媛県農会長）に上京の打電をした。２６日，温は上京
の門田晋，山脇延吉（兵庫県農会長），松原五百蔵（滋賀県農会副会長）と帝
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農役員選挙について意見交換を行ったが，成案はなかった。なお，この日，門
田晋，山田歛両氏が酒井会長を訪問し，協議した。２７日，温は青山館に門田
晋を訪問し，酒井会長及び石黒忠篤との面会状況を聴いた。石黒氏は平田幹事
長について不同意であった。この日の日記に「石黒氏ハ平田君問題ニ付最後的
意見ヲ述ベラレシト」とある。
１０月２８日より３１日までの４日間，第２７回帝国農会通常総会が開催された。
２８日午前１１時開会し，正副会長挨拶の後，退場し，最年長の佐藤昌介（北海
道選出，評議員）を座長とし，会長選挙を行い，酒井忠正伯爵が当選（再選）
となった。午後は副会長及び評議員の選任に移り，各農区２名，計１６名の委
員を選び，午後６時まで選考し，さらに山田歛，中村哲蔵，小林嘉平治，門田
晋の小委員を選び９時まで協議を続け，そこで，副会長を２名とし，帝農特別
議員の八田宗吉と高田耘平が候補に挙がった。２９日，副会長選考委員会を開
き，苦心の結果，福井県農会長の山田歛を副会長とした。そして，農会法改正
を行い，副会長を２名制とし，その際に山田が辞任し，八田，高田が副会長に
就任するとの予定のもとに山田が承諾した。午後２時本会議を開き，山田副会
長を決めた。また，評議員１５名も選出した。後，平田幹事長により昭和９年
度の帝国農会会務状況報告，予算，決算，建議案農政諸問題解決促進に関す
る件，土地賃貸価格調査に関する件，水害防除に関する件，製油用大豆
輸入税免除率改正促進に関する件等が提案された。そして，山崎農林大臣の告
辞，農林大臣諮問事項の説明がなされた。３０日は全議案の質問のあと，委員
会に付された。温は農林大臣諮問「畑地利用増進上採るべき適切なる方策如何」
に出席し，答申案を作成した。予算委員会にて出席した平田幹事長は大分油を
絞られた。３１日午前は予算委員会，午後全議案を可決した。あと，評議員会
を開き農政委員その他について協議した。また，月田藤三郎を顧問とすること
も決めた。なお，この帝国農会総会で決議された建議のうち，「農政諸問題解
決促進に関する建議」の主な内容は，次のとおりである。「農村ハ昭和五年ノ
農業恐慌以来依然トシテ慢性的不況ニ災サレ，剰ヘ前年来各種ノ災害頻発シテ
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其ノ窮乏ハ一層ノ拍車ヲ加ヘタリ，而シテ此ノ窮乏ヲ打開シ農村ヲ更生セシメ
ンガ為ニハ，一面農業者自ラノ奮励努力ニ依ルベキハ論ナシト雖モ，他面政府
ノ適切ナル施設ニ俟ツベキモノ亦頗ル多シ。農会ハ従来米穀，蚕糸，肥料，農
家負担，農業保険，農会技術員給国庫補助等ニ関シ政府ニ於テ適切ナル施設ヲ
講ゼラルル様建議シ来レルガ未ダ所期ノ実現ヲ見ザルハ誠ニ遺憾トスル所ナ
リ。依ツテ政府ハ左記各事項ノ実現ヲ図リ如上諸問題ヲ解決セラレンコトヲ望
ム」として，１，米穀自治管理法案外２案，２，産繭処理統制法案，３，肥料
統制法案，４，地方財政調整国庫交付金制度の樹立並に税制の根本的改
正，５，農業保険の制定，６，農会技術員給国庫補助，を掲げた。１５）
１１月も温は種々業務を行い，また，出張した。１日は東洋経済新報社依頼
の原稿を執筆，２日は門田晋（評議員），恒松於兎二（評議員）が来会し，農
政委員について懇談，３日は『実践農業経営』の校正，４日は経営部の分室の
引越しを行い，また，帝農総会で尽力した門田晋を高島，勝賀瀬幹事とともに
慰労した。５日は農林省に出頭し，田中長茂課長を訪問し，更生指導者講習の
件について協議，６日は東京高等農林に行き，実科３年生に対し農村問題につ
いて約１時間４０分講演を行った。７日は湯河農政課長，渡邊技師が来会し，
新嘗祭，新穀感謝祭供品について協議した。
１１月９日，温は１２時３０分新宿発にて長野県に出張の途につき，午後８時
１５分松本に着し，浅間温泉富貴の湯に投宿した。１０日，１１時２０分松本発電
鉄にて北安曇郡池田町に行き，池田中等実業学校開校１０年記念式典，品評会
及び講演会に出席し，温は午後１時半より３時１０分まで小農の本質について
講演を行った。終わって，松本に戻り，午後９時５０分松本発にて帰京の途に
つき，翌１１日午前６時１０分新宿に着き，帰宅し，出勤した。
１１月１１日，突然，平田慶吉幹事長が辞任表明した。この日の日記に「平田
幹事突然辞任ノ挨拶，且ツ職員一同ヘモ同上。不相変性急ナリ」とある。１２
１５）『帝国農会報』第２５巻第１２号，昭和１０年１２月，５～７頁。『帝国農会時報』第９巻
第１２号，昭和１０年１２月，２～２２頁。
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日，温は午後酒井会長宅を訪問し，平田幹事長辞任につき協議した。酒井会長
によると平田幹事長はこの夏以来辞任をもらし，その度に会長は辞任を抑えた
とのことであった。１３日は各幹事と幹事長後任問題を協議した。１５日も勝賀
瀬幹事と意見の交換を行った。１６日午前８時半，温は高島，勝賀瀬幹事と共
に万平ホテルに山田副会長を訪問し，幹事長辞任処置及び後任の幹事長選考に
ついて幹事の意見を述べた。その後，帝農にて会長，副会長，平田氏および３
幹事が会合し，酒井会長より，後任幹事長が決まるまでは，温が代理をするよ
うにとの言い渡しがあり，温は受諾した。１７日，山田副会長から温に電話が
あり，勝賀瀬幹事が辞任を申し出ており説伏するように依頼され，また，後任
幹事長は京都農蚕学校長の渡邊忠吾１６）を予定しているとのことであった。１８
日，温は会長の代理で平田幹事長に辞任辞令を渡し，また，この日から温が幹
事長代理となった。１９日，勝賀瀬幹事から幹事辞任の懇請があり，温は極力
慰撫したが，翻意は難しかった。また，この日午後４時より内閣調査局にて新
穀感謝祭の幹事会があり，出席した。２０日，幹事会を開き，当分毎日幹事会
を開くことを決めた。また，この日，帝国農会は重要農政問題の促進期間とし
て農政委員の制度を制定し，内規並びに委員１６名を決定した。その委員は，
片野重脩（秋田），大島英二（福島），中村哲蔵（茨城），石坂養平（埼玉），小
串清一（神奈川），山本荘一郎（長野），石黒大次郎（新潟），山口忠五郎（静
岡），小林嘉平治（三重），木本主一郎（和歌山），恒松於莵二（島根），国松五
郎（山口），門田晋（愛媛），藤勝栄（福岡），鈴木憲太郎（宮崎）であった。１７）２１
日，温は来会の石坂養平，山本荘一郎，有馬らとともに，農林省に出頭し，長
瀬農林次官に面会し，農林予算復活陳情を行った。長瀬次官も極力復活に務め
ることを表明した。また，午後２時より第２回経済更生中央協議会を開催し，
小畑，黒木，石黒，野村，千石，岩住の各委員および幹事が出席し，協議を
行った。２２日，温は勝賀瀬幹事に辞意の翻意を促したが，辞意は強固であっ
１６）山形県に生まれる。明治４４年１０月東京帝国大学農科大学卒業。
１７）『帝国農会報』第２５巻第１２号，昭和１０年１２月，１３１～１３２頁。
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た。夜，温は西ガ原に安藤広太郎（評議員）を訪問し，勝賀瀬辞任問題につい
て意見の交換を行ったが，安藤氏の意見は辞任容認であった。
１１月２３日，温は午前８時５分上野発にて長野県に出張の途につき，午後１
時４０分上田に着し，小県郡泉田村公会堂に行き，同村ら５カ村の青年のため
に，約３時間農村問題について講演し，終わって別所温泉に行き，和泉旅館に
投宿した（慎吾も来宿）。２４日，温は常楽寺にて開催の小県郡聯合青年幹部修
養講習会に出席し，午前８時より午後４時まで農業経営，農家経済について講
演した。２５日も午前９時より１２時まで農業政策について講演し，質疑を行っ
たが，温は日記に「左傾的思想ノ動キト観ラルルガ如キモノナク，平凡」と記
している。終わって，１２時３７分に出て，午後６時４７分上野に着し，帰宅し
た。
１１月２６日，帝農幹事会を開き，農政委員会の開催その他を決め，また，酒
井会長を訪問し，承認を得た。また，会長に勝賀瀬幹事辞任慰留を依頼した。
２７日は農林省の各課を訪問し，査定予算の状況を聴き，また，午後１時より
簿記及び自給化表彰審査会を開いた。また，この日，温は勝賀瀬に対し，販売
部と経営部の交代を条件とし，慰留を勧告した。２８日は農林省に出頭し，長
瀬農林次官に面会し，米穀自治管理法案と産繭統制処理法案を来る第６８帝国
議会に提出することを確かめた。２９日は砂田代議士を東洋ビルの事務所に訪
問し，政界の情勢について意見の交換を行い，また，帝農幹事会を開き，庶務
規程，部制改正等を協議した。
１２月も温は種々業務を行い，また，出張した。２日午後５時より中央亭に
て，「重要農政問題の現況並びに其の動向を語る座談会」を開催した。出席者
は湯河元威（農林省農政課長），重政誠之（同，肥料課長），明石弘（同，蚕業
課長），村上富士太郎（同，米政課長），浜田道之助（産業組合中央主事），井
関善一（全国販売組合聯合会主事），萩原寿雄（全国購買組合聯合会主事），千
坂高興（全国産業組合製糸組合聯合会主事），近藤康男（東京帝国大学助教授），
渡邊信一（同）と帝農幹事の高島一郎および温であった。温が趣旨説明を行い，
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高島幹事が司会し，蚕繭処理，肥料問題，米穀問題，農家負担問題等を議論し
た。１８）また，この日，温は那須博士に面会し，勝賀瀬幹事に留任勧告してくれ
るよう懇請した。３日は帝農にて職員へのボーナスの財源，分配法について研
究した。４日は帝農の肥料委員会を開催し，安藤，佐藤，岡本，高田，石坂委
員ら，農林省から農務局長，肥料課長が出席し協議，また，海上ビル米穀局分
室にて米格差委員会の下相談を行った。５日は月田前副会長を私邸に訪問し，
勝賀瀬幹事慰留の助力を乞った。また，この日農相官邸にて米格差委員会があ
り，出席。６，７日の両日，帝国農会は農業経営審査会を開催し，安藤広太
郎，佐藤寛次，那須皓，大槻正男（京都帝大教授）ら出席し，昭和１１年度農
業経営設計書審査に関する件，等を協議した。なお，大槻教授が加わり，議論
が熱心になったと温は記している。８日は講農会総会に出席，９日は来会の山
田副会長，酒井会長に明日からの農政委員会について協議した。また，職員へ
のボーナスの査定を行った。１０，１１日の両日，帝国農会は第１回農政委員会
を開催した。片野重修，大島英二，中村哲蔵，山本荘一郎，小串清一，小林嘉
平治，山脇延吉，門田晋，大本圭一郎，石黒大次郎，恒松於兎二，国光五郎，
藤勝栄，鈴木憲太郎，石坂養平らが出席し，議会対策並びにその実行運動方法
について協議した。１９）そして，１１日の午後３時より３隊にわけ，貴族院，政友
会，民政党を訪問し，温は政友会組を率い，島田総務に陳情した。また，この
日，温は職員にボーナスを渡した。１２日午前１０時より首相官邸にて外地米の
米穀生産費調査会小委員会があり，安藤，山田，有賀，中瀬，温が出席し，安
藤委員長の私案が出された。それは，昭和９年度の朝鮮，台湾の米生産費は調
査関係者が調査に習熟していないため，数字的確定を行わないこと，昭和１０
年度から調査を実行するというもので，承認した。２０）１３日午後１時半より首相
官邸にて米穀生産費調査会があり，昨日の小委員会の決議どおり決定された。
１８）『帝国農会報』第２６巻第１号（昭和１１年１月）に掲載。
１９）同上，１３１頁。
２０）同上，１３６～１３７頁。
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１４日は下痢のため欠勤，休養。１５日は農会報の原稿執筆，１７日は中央畜産会
主催の肉畜博覧会授与式に出席した。１８日は午後１時より経済更生中央協議
会委員会を帝農にて開催した。農林省から小平経済更生部長，田中総務課長ら
が臨席し，経済更生指導に関する件が協議された。１９日は下痢のため休養，２０
日は帝農の経営部の忘年会を渋谷のいずみ屋にて行い，２０日は幹事会を開
き，千葉参事の昇給を決めた。２４日，第６８帝国議会が召集された。２５日は賀
状を認めた。２６日は午後１時より農林省にて経済更生委員会があり，特別補
助の件について，小平部長より説明があった。２７日，農政委員の小串，中村，
石坂が来会し，ともに衆議院に行き，政友会総務の牧野良三らに面会，陳情し
た。また，この日，帝農の幹事長に渡邊忠吾を決定したことを発表した。２８
日幹事会を開き，庶務規程の改定につき意見の交換を行い，明年を期して散会
した。２９日午後９時発にて慎吾を同道して帰郷の途につき，翌３０日，夜午後
８時帰宅した。３１日迎年の準備をした。
第２節 講農会，東京帝大農学部実科独立運動関係
講農会について。温は大正１０（１９２１）年１月以来，ずっと講農会長を続け
ていた。
東京帝大農学部実科独立について。昭和８年３月から実科の校舎建設が府中
町で始まり，校舎の建築は進んだが，校長問題については本命の古在由直元東
京帝大総長が昭和９年６月に死去したため，一大頓挫し，その後，古在氏の意
をもっとも体する農事試験場長の安藤広太郎氏に交渉したが，引き受けず，石
黒忠篤前農林次官にも働きかけたが，引き受けず，暗礁に乗り上げていた。
昭和１０年１月１１日，駒場交友会は最高幹部会を開き，母校の校長問題につ
いて協議し，校長に前農学部長の麻生慶次郎（昭和６年１月～８年１月）を推
薦することを決め，安藤広太郎氏に相談することとし，温と石原助熊が托され
た。１２日，温は石原と共に西ガ原の安藤広太郎氏を訪問し，駒場交友会の協
議の意思を伝えた。安藤は，文部省から一切の委託を受けており，校長の第１
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候補は前農学部長麻生慶次郎，第２候補は元農学部長岩住良治として斡旋する
とのことであった。ただし，安藤は岩住氏たらんとのようであった。３１日，
日本倶楽部にて交友会幹部会を開き，西大路，山本，原，中村，染野，藤巻ら
が出席し，母校校長問題を協議した。後，安藤氏を訪問し，さらに一行は駒場
に麻生教授を訪問し（なお温は所用で同行せず），校長就任を要請し，麻生は
承諾した。２月６日，温は駒場に麻生博士を訪問し，校長承諾の礼を述べた。
校長の後は教授人事問題に移り，２１日に駒場交友会幹事会を開き，母校の教
授問題について意見の交換を行った。交友会は「実科の歴史と伝統的特長とを
継承し，実科をして我国専門農業教育の太宗たらしむ」べく実科卒業生の採用
を麻生校長に働きかけた。そして，教員人事は３月末までにほぼ決定され，交
友会の希望が大部分容れられた。
４月１日東京高等農林学校が創立された。従来の実科生は東京高等農林学校
生となった。ただし，４月～７月までは旧駒場で授業がなされた。２５日，松
田文部大臣，添田次官らが府中の東京高等農林学校を視察し，交友会幹部が同
行した（温は多忙のため同行できなかった）。そして，５月１９日，交友会は午
後３時より丸の内中央亭にて交友会総会および母校独立祝賀会を開催した。麻
生校長，安藤博士ら来賓が１４名，同窓９０名が出席し，盛大な祝賀会となっ
た。７，８月の夏休みに長年の懸案であった農学部の駒場から本郷への移転が
実行され，これと同時に実科（東京高等農林学校）も府中に移転した。ここに，
本科と実科は完全に本郷と府中に袂を分かった。そして，９月１０日，府中の
新校舎に東京高等農林学校が開校した。２１）
第３節 家族のことなど
家族関係では，長女の末光清香（明治２８年３月２１日生まれ，３９歳）は末
光家で昨年，照香を結婚させ，あと，権一郎（大正７年３月１１日生まれ，こ
２１）駒場交友会『母校独立記念号』３１８～３２９頁。
７２ 松山大学論集 第２１巻 第２号
の時１６歳）と満子（大正９年５月２７日生まれ，この時１４歳）を育てていた
が，その清香にいろいろ問題が起きたようだ（内容不明だが，権一郎の教育上
のことが主と思われる）。２月４日に温は清香に注意の手紙を出し，１５日に再
び忠告の手紙を出した。２２日，実家の温の妻・イワより清香「乱行」の手紙
が来た。２３日，温は清香と八木忠衛（温の従兄弟で，八木家の当主）に，孫
権一郎の入学１年延期の勧告の手紙を出した。それは清香に対し反省の機会を
与えんためであった。しかし，３月１日，孫の権一郎が上京し，末光元広（清
香の夫，故順一郎の弟，軍人）宅に寄留した。８月１２日温は清香に懇請によ
り２０円送付している。９月２９日に温は権一郎に入学試験に関する注意を与え
ている。
次女の禎子（明治３５年２月２日生まれ，３２歳）は，温と同居し，作家とし
て活動し，戯曲を発表し続けている。
４女の綾子（明治４１年１０月１日生まれ，２６歳）は小野基道に嫁いでいる。
長男の慎吾（大正元年８月２３日生まれ，２２歳）は前年６月１日以来長野県
農会技手に就職していた。
帝国農会幹事 岡田温 ７３
